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学習習慣や生活習慣の傾向　～児童生徒質問紙調査から～学習習慣や生活習慣の傾向　～児童生徒質問紙調査から～
小学校 中学校

　「基本的な生活習慣（起床、就寝、朝ご飯）」について
は全国平均と比較して大きな差はみられませんでしたが、「日
常の学習時間（家庭学習・ＩＣＴの活用）」が全国平均より
短く、「ゲームや動画の視聴時間」は全国平均より長い傾
向にあり、課題が見られました。
　また、「学校に行くのが楽しい」「普段の生活の中で、幸
せな気持ちになることがある」「人が困っているときは、進ん
で助けている」「困ったときに先生や大人にいつでも相談で
きる」「将来の夢や目標をもっている」「人の役に立つ人間
になりたいと思う」等の項目が全国平均と比べて高い傾向
にあることから、児童が幸福感や自己有用感を感じながら学
校生活を送っていることがわかります。

　

　「基本的な生活習慣（起床、就寝、朝ごはん）」については、
全国と大きな差は見られませんでした。	
「日常の学習習慣（家庭学習、ICTの活用）」などについ
ては、課題が見られます。特に家庭学習の時間が１日１時
間以上取り組む生徒の割合が低く、全国とも大きな差があり
ます。	
　一方で「普段の生活の中で、幸せな気持ちになることは
ありますか」という項目はよくある・ときどきあると答えた生徒
の割合は、全国平均と比べて高く、学校・家庭生活への
満足度は高いものと考えられます。

具体的な方策 具体的な方策

◇家庭学習の手引きの活用や個々の習熟度に合わせた
課題（ICT の活用も含む）の提示など、きめ細やか
指導を行うとともに、家庭との連携も深めながら家
庭学習の充実を図っていきます。
◇家庭では、家庭生活の中に「学習や読書、団欒」の
時間を位置づけていただくなど、テレビやゲーム、
動画視聴をする時間と学習や読書、団欒をする時間
とのバランスを見直していただくよう、ご協力をお
願いいたします。

◇授業中・授業外においても将来の自分をイメージが
持てるようにしていきます。	
◇家庭学習の方法（ICT 機器の利用なども含み）や生
徒それぞれにあった学習のやり方について授業中や
豊中タイムなど学習に取り組む環境を作ります。
◇ぜひご家庭でも、将来の自分について話題にあげて
お子さんと一緒に考えて行っていただけると嬉しい
です。

児童生徒をより伸ばすための学校の取組み（改善策）児童生徒をより伸ばすための学校の取組み（改善策）
小学校 中学校

【国　語】
▷	「思考・判断・表現」の観点に課題があることから、
　教師の発問に対し個人で思考し、思考内容を表現して
　周囲と対話しながら、更に深い思考へつながる授業を
　展開します。
▷	特に「書くこと」の領域においては、条件に合わせ
　ながら自分の考えをノートや端末にまとめる活動を意
　図的に設けた授業を展開し、書く力の向上を図ります。
【算　数】
▷	計算の意味や仕方を図や数直線等を用いて考え理解
　できるようにするとともに、計算問題等を繰り返し解
　くことにより学習内容の定着をより高めていきます。
▷	ＩＣＴ等も活用しながら個に応じたきめ細やかな指
　導を工夫します。

【国　語】
▷	昨年に続き「思考・判断・表現」の観点に課題ある
　ことから、教師に教え込まれる授業から「なぜだろ
　う？どうしてだろう？」を大切にし、仲間と共に自
　ら学んでいく授業への転換を進めていきます。
▷	生徒が主体的に考えていく学習への転換・工夫をし
　ていきます。
【数　学】
▷	「思考・判断・表現」の領域に課題あることから、　
　自分で考えた解き方や考えを周りの人と交流・説明
　できるような学習への転換を行います。

豊頃町の児童生徒の学習・生活の充実のために豊頃町の児童生徒の学習・生活の充実のために
• 学校では、学習規律の定着と同時に、基礎的・基本的な学習内容の確実な習得に努めるとともに、これを基
盤とした分かりやすい授業づくり、家庭学習の質を高めるなど、子どもたちが集中して学ぶことができるよう
教育環境を整えます。また、「主体的・対話的で深い学びへの授業改善」に努め、個別最適な学びと協働的な
学びを推進し、子どもの学びの意欲を高め、その楽しさを実感させていきます。あわせて、家庭とも連携して、
学び方や学習習慣が身につくよう取り組みます。

• 家庭では、学校と連携・協力して、子どもの生活習慣等（「早寝・早起き・朝ご飯」、手伝い、テレビやゲー
ムをする時間）を見直すとともに、家庭学習の習慣化に取り組んでいただきたいと思います。

• 地域では、学校行事や四季折々の町内行事、日常の活動場面などにおいて、積極的に活動をしている子ども
たちへの温かい励ましや教育活動へのご協力をお願いいたします。
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教科ごとの傾向教科ごとの傾向
小学校 中学校

国
語

◇「言葉の特徴や使い方に関する事
項」については比較的正答率が高
く、定着が図られつつあります。

◇一方、「書くことに」の領域につ
いては、全国・全道平均正答率を
大きく下回り課題となっていま
す。

国
語

◇漢字や「情報の扱い方に関する事
項」についての正答率が高く、概
ね定着が図られています。

◇「思考・判断・表現」の観点につ
いては、課題が見られました。

算
数

◇「知識・技能」や「図形」の領域
についての正答率が高く、概ね定
着が図られています。

◇一方、「数と計算」や「変化と関係」
の領域については正答率が低い傾
向がみられます。

数
学

◇「データの活用」の領域での正答
率が高く、概ね定着が図られてい
ます。

◇一方、「数と式」や「関数」に領域
については、正答率が若干低い傾
向が見られます。

共
通

　国語、算数の両教科にいえるこ

とですが、指示された条件のもと、

自分の意見や考えを書き表すこと、

表現することに苦手意識が見られ、

課題となっています。

豊頃町の子どもたちの学力等の傾向豊頃町の子どもたちの学力等の傾向
＜小学校＞国語・算数いずれの教科でも全国・全道の平均正答率を下回る結果
となりました。算数の「知識・理解」の観点では全道平均正答率と同等となりま
したが、「思考・判断・表現」の観点では国語・算数ともに全国・全道の平均正答
率を下回り、本町児童の学力における課題となっています。

＜中学校＞国語・数学では、全国・
全道の平均正答率をやや下回る結果と
なりました「思考・判断・表現」の観
点に課題が見られる一方、国語では「知
識・技能」の観点で全国・全道の平均
を上回っています。数学においても、
「知識・技能」の観点で全国・全道の
平均とほぼ同等であり、知識について
は大きな差はないと言えます。「思考・
判断・表現」の観点で全国・全道平均
をやや下回っていることから得た知識を活用することに課題があります。

学校以外で学習を 1時間以上する割合

（％）

問合せ先

豊
頃
町
教
育
委
員
会
・
豊
頃
町
教
育
研
究
所

☎
５
７
９
‐
５
８
０
１

0

10

20

30

40

50

60

70

80
中学校

小学校

全国北海道豊頃町

23
41

52 57 55 64

▽
令
和
６
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

広
報
と
よ
こ
ろ

社
協
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り

広
報
と
よ
こ
ろ

▽
令
和
６
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

社
協
だ
よ
り

役
場
だ
よ
り


